
ジェンダー平等や 

少子化問題は 

どうなる？ 

子どもの未来を本気で応援する社会へ       







(1) 現金給与総額（就業形態計） 326,157 円（2.1％増）  
 ・きまって支給する給与 267,536 円（1.5％増）  
 （うち、所定内給与は 248,603 円（1.2％増）、所定外給与は 18,933 円（5.0％増））  
 ・特別に支払われた給与 58,621 円（5.1％増）  
 
 (2) 一般労働者の現金給与総額 429,449 円（2.3％増）  
 ・きまって支給する給与 345,263 円（1.6％増）  
 （うち、所定内給与は 318,904 円（1.3％増）、所定外給与は 26,359 円（5.0％増））  
 ・特別に支払われた給与 84,186 円（5.5％増）  
 
 (3) パートタイム労働者の現金給与総額 102,073 円（2.6％増）  
 ・きまって支給する給与 98,914 円（2.5％増）   



１ 賃  金 
 
 平成９年度の一人平均月間現金給与総額は、規模５人以上で３７１,４９５円、前 
 
年度比０.９％増であった。 
 
 現金給与総額のうち、きまって支給する給与は、２８８,７７６円、１.０％増であ 
 
った。また、所定内給与は、２６９,４３５円、０.９％増で、所定外給与は、１９, 
 
３４１円、１.３％増、特別に支払われた給与は、８２,７１９円、０.６％増であっ 
 
た。 
 
 実質賃金は、１.３％減であった。 
 
 現金給与総額を就業形態別にみると、一般労働者は４２３,１２１円、１.５％増 
 
となり、パートタイム労働者は９５,０３７円、０.５％増であった。  
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若い人の意見 
少子化が解消されそうな気がしない 
そもそも少子化対策としてちょっと疑問 

出生率下がっているから 
少子化対策って言うよね・・・ 

待機児童 

児童手当 

高校無償化 

育児手当 

不妊治療補助 
諸々・・・ 



つまり15歳から49歳までに1人の女
性が平均して何人子供を産むかを表
してる。 

なぜなら、出生率＝「期間」合計特殊出生率といって 
ある期間（１年間）の出生状況に着目したもので、 
その年における各年齢（15～49歳）の女性の出生率を合計した
もの。（厚労省HP） 

ん？未婚含んでる？ 

とりあえず、今、未婚女性がどれくらいいるか見てみよう・・・ 







確かに出生率は下がっているけど、未婚率の上昇が出
生率の減少にダイレクトに影響している可能性大であ
る 







じゃあ、なんで少子化対策がうまく効
果出ていないんだろう・・・。 





どこにも女性の姿が
見えません（涙） 



とある会社の自己紹介シートに合った言葉です 

入社を決めたきっかけは 

 

「連休がハンパないから生活にゆとりがでそう」 

「残業代が時間給としてきちんともらえるぞ」 

       ↓ 

   結婚への自信ができた。 



女性議員が主導した議員立法 
 

       育児休業法 

       パート労働法 

       ストーカー規制法 

       DV防止法 

       リベンジポルノ防止法 

       困難女性支援法 などなど 

 
 
何と、DVに取り組みたいと国会で話したら、「それは夫婦げんかの話だ。家庭の話を国会に持ち込むな」
と男性議員に言われた 元厚労大臣の小宮山洋子氏談 



当事者の女性の目線が入ることで、男性も含めみんなが安心して
暮らせる、多様性のある社会になります 



政治の場にもっと当事者の声を届けたい。 
男性政治を変えていきませんか？ 

 
ご清聴ありがとうございました 


